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消防出初式

川
内
町

重
信
町

大
正
時
代
の
ポ
ン
プ
操
法
も
披
露

三
月
二
日
間
、
重
信
中
学
校
運
動
場
で
、
平
成
九
年
川
内
町
・

重
信
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

こ
の
日
は
、
両
町
消
防
団
員
、
東
温
消
防
署
員
を
は
じ
め
、

東
温
防
火
管
理
者
連
絡
協
議
会
、
田
窪
婦
人
防
火
ク
ラ
フ

、

北

吉
井
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
重
信
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
な
ど

関
係
者
約
六
百
名
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

観
聞
を
受
け
た
あ
と
、
防
火
演
技
、
ポ
ン
プ
操
法
、
消
火
訓

進街手Ij分

A 

練
、
救
助
訓
練
な
ど
日
ご
ろ
の
訓

練
の
成
果
を
き
び
き
び
と
し
た
動

き
で
次
々
に
披
露
し
ま
し
た
が
、

な
か
で
も
、
大
正
時
代
の
ポ
ン
プ

操
法
を
再
現
し
た
重
信
町
消
防
団

第
三
八
万
団
第
二
部
団
員
に
は
、
ひ

と
き
わ
大
き
い
拍
手
が
観
覧
者
か

ら
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た

。

こ
の
後
、
分
列
行
進
や
消
防
功

労
者
の
表
彰
、
来
賓
祝
辞
な
ど
が

あ
り
、
正
午
ご
ろ
出
初
式
は
終
了

・
し
中
小
'
レ
七
九

。

川
内
町
に
お
け
る
被
表
彰
者
は

次
の
と
お
り
で
す

。



消防出初式

消
防
功
労
者表彰

(
敬
称
略
)

O
愛
媛
県
知
事
表
彰

第
六
分
団
分
団
長
菅

第
四
分
団
班
長
佐
伯

茂久
利 雄

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

マ
功
績
章

第
一
分
団
分
団
長
佐
伯

第
四
分
団
員

三
河

マ
勤
続
章

第
二
分
団
員

第
二
分
団
員

第
三
分
団
員

英文
輔夫

佐
々
木
義
肢

近
藤
賓

菅
野
哲

三

第
三
分
団
員
菅
野

第
三
分
団
班
長
八
木

第
四
分
団
員
今
井

第
六
分
団
員
渡
部

第
八
分
団
員
堀

川

マ
家
族
内
助
の
功
労
者

第
四
分
団
員
佐
伯
博
重
夫
人

佐
伯
千
代
美

第
四
分
団
班
長
佐
伯
茂

利
夫
人

佐
伯
佐
恵
子

藤
原
稔
夫
人

藤
原
照
子 雄英好忠晴

三 樹雄 幸 一

第
四
分
団

員

O

中
央
消
防
団
連
合
会
長
表

彰

本
部
団
員
高
木
仁
志

第

一
分
団
班
長
熱
田
栴
見

第
二
分
団
員
近
藤
徳
繁

第
三
分
団
班
長
菅

野
和
徳

第
四
分
団
員

佐
伯
安
範

第
四
分
団
員
井
上
長
吉

第
五
分
団
員
渡
部
政
近

第
六
分
団
員

酒
井
義
治

第
七
分
団
員
大

西

幸
蔵

第
八
分
団
員
大
西
久
則

O

川
内
町
長
表
彰

第

一
分
団
員
宇
和

川

正

第

一
分
団
員
岩
本
司
郎

第
一
分
団
員
佐
伯
秀
基

第

一
分
団
員
中
岡
敏
雄

第
二
分
団
員

第
二
分
団
員

第
二
分
団
員

第
三
分
団
員

第
三
分
団
員

第
四
分
団
員

第
四
分
団
員

第
五
分
団
員

第
七
分
団
員

第
七
分
団
員

第
七
分
団
員

第
八
分
団
員

第
八
分
団
員

第
八
分
団
員

名
越

敬
三

近
藤

恒
康

近
藤
昭
広

富
久
大
輔

東
富
夫

曽
我
部

茂

渡
部
正
直

渡
部

利
春

丹
生
谷
達
男

佐
伯
和
伸

也
川

市
寸

丸
山

豊
幸

大
西
繁

高
須
賀
肢
志

消
防
庁
長
官
表
彰

マ
永
年
勤
続
功
労
章

本
部
団
長
白
石
善
四
郎

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

マ
精
績
章

第
三
分
団
分
団
長

高
須
賀
信

マ
勤
続
章

第
四
分
団
員

井

ーと

長
吉

。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
・

消防団
n'Lうの

お願い
2. 山での火の取り扱いに注意をしましょう。

山菜取りや行楽で山へ出かける機会が多く

なります。 春先は 、 空気が乾燥しています。

山では、タバコの投げ捨てや焚き火等の後始

末に十分注意をしてください。

1 .防火水槽、消火栓等の消防水利の上や横に

自動車を駐車しないようにお願いいたします。

法律により、消防水利の付近 5 メートル以

内には 、 自動車を駐車してはいけない事にな っ

ていますが、時々駐車をしている車を見かけ

ます。 非常時に消防活動をする上で非常に困

難を生じます。 ご協力 をお願いいたします。

• 
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‘
ョ
，
二
月
臨
時
町
議
会
報
告

'
F
-E軒
目
音
目
線
退
路
改
良
工

d
喝

事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど

一
一
月
臨
時
町
議
会
が
二
月
十
七
日

開
会
し

、

工
事
請
負
案
件
三
件
と
一

般
会
計
補
正
予

算

一
件
を
原
案
ど
お

り
可
決
し

、

同
日
閉
会
し

ま
し
た

。

園
美
費
四

--
----nH 

O

平
成
八
年
度

緊
急
地
方
道
路
整
備

事
業
三
軒
屋
音
回
線
道
路
改
良
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

五
五
、
六
二
O
千
円

事
業
量
幅
員
四
(
五
)
メ
ー
ト
ル
、

延
長
一
八
七

・

三
メ
ー

ト
ル

工
期

平
成
九
年
二
月
十
八
日

か
ら
平
成
九
年

三
月

二

十
五
日
ま
で

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

川
内
町
大
字
南
方
二

、

一
九
O
番
地

の
三

日
進
建
設
株
式
会
社

。

平
成
八
年
度
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
添
奇
相
之
〈
〈
口
線
道
路
改
良
工

事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

案

2月 17 日

変
更
契
約
金
額

五
二
、
七
O
O
千
円

(
二、

二
三
O
千
円
増
)

O

平
成
八
年
度
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
添
谷
相
之
谷
線
改
良
第
二
工

区
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て

契
約
金
額

六
六
、
四
三
五
千
円

事
業
量
幅
員

三
メ
ー
ト
ル

、

延

長
二
二
二
メ
ー
ト
ル

(
舗
装
延
長
九
六
五
メ
ー

ト
ル

)

工
期

平
成
九
年

二
月
十
八
日

か
ら
平
成
九
年

三
月

二

十
七
日
ま
で

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

川
内
町
大
字
南
方
二
六
三
番
地

一

南
陳
工
業
株
式
会
社

一一
般
会
計
補
正
予
算

温
泉
施
設
用
地
購
入
費
な
ど
で

補
正
総
額

一
九
五

、

O
九
O
千
円

累
計
総
額

五
、
二
O

一、
O
四
三
千
円

川内町の

イメージ
キャラクターの

愛称決定/

さくらちゃん

|広報かわうち|
のサイズが

大きくなります。

A4 
サイズEゆ

川
内
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
愛
称
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ

、

一
四
一
名

、

一
一
八
点
の
か
わ
い
ら
し

い
名
前
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー

に
ふ
さ
わ

し
い
愛
称
を
選
考
委
員
会
で
選
考
い
た

だ
き
、
愛
称
「
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
」
に
決
定

い
た
し
ま
し
た

。

応
募
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

。

掲
載
に
よ
り
、
発
表
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

区
ヨ
さ
佳
由
子
華

美

仁
枝
和
憲

一

日
か
知
真
明
実
晴
由
静
美
喜

一

克
つ
山
賀
冨

一

J

内
原
津
須
口
中
野
口
原
高

一

M
m砂
相
三
高
川
田
河
坂
来
宇

一

女
1
4

沿
沖
久

組
町
戸
町
野
砂
向
吉

一

ド
之
之

t

原
吉
西
下
板
上
永
上
道
徳

一

「
広
報
か
わ
う
ち
」
が
、
四
月

か
ら
現
在
の
B
5

判
か
ら
A
4

判
に
な
り
ま
す
。

広
報
紙
が
大
き
く
な
れ
ば
、

文
字
や
写
真
、
表
な
ど
が
大
き

く
な
り
、
よ
り
見
や
す
く
な
り

ま
す
。

四
月
か
ら
の
新
し
い
広
報
紙

を
よ
ろ
し

く

お
願
い
し
ま
す
。

A 
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圃

公共下水道計画区域内での新築は、
汚水系と雨水系の別々の配管工事を
お勧めします。

圃

E 

川
内
町
の
公
共
下
水
道
は

、

雨
ど
い
な
ど
か
ら
の
悶
水
を
今

ま
で
同
様
家
屋
周
辺
の
水
路
や

側
溝
に
流
し
、
便
所
の
し
尿
(
浄

化
槽
不
要
)
や
台
所
、
洗
面
所
、

洗
濯
場
、
フ
ロ
場
な
ど
の
汚
れ

た
水
の
み
を
終
末
処
理
場
に
集

め
て
処
理
す
る
分
流
式
で
す
。

こ
の
た
め

、

将
来

、

公
共
下
水

道
が
供
用
開
始
す
る
と
、
宅

地

内
の
排
水
設
備
を
左
図
の
よ
う

に
、
汚
水
と
雨
水
の
二
系
統
に

分
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

従
っ
て
、
そ
の
時
の
経
済
負

担
を
極
力
少
な

く
す
る

た
め

、

公共下水道宅地内排水設備

圃

計
画
区
域
内
で
こ
れ
か
ら
家
を

新
築
さ
れ
る
方
は
、

二
疋
の
基

準
に
基
づ
き

、

あ
ら
か
じ
め
汚

水
系
と
雨
水
系
に
分
け
て
、
配

管
工
事
を
し
て
お
く
こ
と
を
お

勧
め
し

ま
す
。

道路側溝
又は雨水管

※ 汚水ますは

インパートます使用

、

~II 

マンホール蓋デザインコンクール
入選者発表f

道

F 

順
子

A 

聞・・・・
役 間
場 I ¥ 

fi * ス
;:;;:; 9 道 F
~，c~ 6 t果 7可

有管 6 下 話
線 X - 水 牛
6 v 2 道 山

O ヴ 2 {:系
O 人 2

0 ニ 2

~ご応募ありがとうございました~

。 。

横 川川川 東 優市最
灘森 内内 上谷 秀 優
団 中中小小賞 場 秀
地 三一六 四 賞
二 年年年年

田
井

藤渡 小 梅菅佐
堂部 川 崎 伯
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4
月
か
ら

国
民
年
金
保
険
料

が
変
わ
り
ま
す

平
成
九
年
四
月
か
ら
国
民
年

金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
。
昨

年
、
一

二
、

三
O
O
円
(
月
額
)

が

一
二
、
八
O
O
円

に
変
わ
り

ま

す
。

V
有
利
で
安
心

前
納
制
度

国
民
年
金
保
険
料
を
一
年
分

ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
保
険
料
が
割
引
き
さ
れ

有
利
に
な
る
ば
か
り
で
な
く

、

何
か
と

忙
し
い
方
に
は

、

手
聞

が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
な
く
な

り
ま
す
。

前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は

、

四
月
一
日

か
ら
四
月

二
十
五
日

ま
で
に
役
場
年
金
係
ま
で
お
申

し

出
く
だ
さ
い
。

毎月納めた場合と前納した場合の保険料比較表

~ 定 額 保 険料 定額保険料+付加保険料
( 1 2 ， 800円) ( 12 ， 800円+ 400円)

毎月納めた場合
( 1 2 ， 800円 x 1 2 カ月〕 (1 3 ， 200円 x 1 2カ月〕

153 ， 600円 158 ， 400円

前納した場合 149 ， 890円 154 ， 570円

割引額 3 ， 710円 3 ， 830円

こんなときには、届出を/
4 月は、 l 年中でいちばん異動の多い月です。異動が

あった場合は、お早目に ( 14 日以内 に)役場福祉課国保係

ヘ届出 をしでください。4月からは
新しい保険証でf 持参 す るもの

f也市区町村から転入してきたとき | 印 かん、転出証明書

f也の健康保険をやめたとき |印かん、健康保険の離脱証明舎

生活保護を受けなくな っ たとき |印かん 、 保護廃止決定通知合

子供が生まれたとき |印かん、 保険証、母子健康手帳

こんな ときには届け出を

国
保
に
入
る
と

き

他市区町村へ紙出したとき |印かん、保険証

他の健康保険に加入したとき | 印かん、国保と健保の保険証

l 印かん、保険証
生活保護を受けることにな っ たとき | |保諮問始決定通知告

| 印かん、保険証
死亡したと き | 

|死亡を証明するもの

退職者医療制度に該当したとき |印かん、保険証、年金証舎

退職者医療制度に該当しなくな っ たとき | 印かん、保険証

住所、世帯主、氏名な どが変わっ たとき|印かん、保険証

保険証をなくしたり、よごれて使えな|印かん、 f:E.えなくな っ たf果険証
くなったとき |身分を証明するもの

修学のため子供が他の市区 IIIT村に下街|
するとき | 印かん、保険証、在学証明書

長期旅行等で別個の保険証がほしいとき | 印かん、保険証

国
保
を

や
め
る
と
き

そ
の

他

の
と
き

国民健康保険証は 、 3 月末で有効

期限が満了するため、新しい保険証

に一斉更新となります。

新しい保険証は、 世帯主さん宛に

郵送いたしますので、届きましたら

記載内容をご確認ください。

なお、 古い保険証は不要となりま

すので、各自責任をもって処分して

くださし迫。又、 3 月末日までに新し

い保険証が届かない場合は、国保係

までお尋ねください。

口役場国保係

官 966-2222 ( 

有線 21 33

.. 
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固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り

、

四
月

一
日
よ
り
四
月
二

十

一
日

(
土
曜
日
及
、
び
日
曜
日
は
除
く
)

ま
で
の
問

、

役
場
税
務
課
に
お

い
て
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

ご
自
分
の
土

地
や
建
物
の
価

格
を
お
確
か
め
に
な
り
た
い
方

は
、
期
間
中
無
料
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
の
で

、

お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

愛
媛
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

E 
米
穀
販
売
業
新
規
登
録

申
請
手
続
き
の
御
案
内

愛
媛
県
内
で
新
た
に
計
画
流

通
米
の
販
売
(
卸
売
業

・
小
売

業
)
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に

は
、
愛
媛
県
知
事
の
登
録
を
受

け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
登
録
申
請
手
続
き
に
つ

い
て
は

、

次
の
窓
口
で
御
案
内

し
て
い
ま
す
。

口
窓
口

松
山
地
方
局
産
業
経
済
部

農
政
課
(
宮
9
4

1

・
1

1

1
1

内
線
2

1

5
)

口
受
付
期
間

四
月
一
日

1

四
月
三
十
日

ロ
登
録
の
期
日

六
月
一
日

犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ
犬の登録と狂犬病予防注射を下記のとお り 実施します。 飼われている犬の

予防注射(毎年受けること ) と 登録(生涯一度) を近くの場所で受けてください。

登録済の方

2，850円
(注射料のみ)

登録していない方

5，850円
(注射料 2.8町
登録料 3 ， 000円

口問い合わせ先

健康センタ - fi 966-2191 

有線 5833

A 

4 月 22 日 (火) 4 月 23 日 (水) 4 月 24 日(木) 4 月 25 日(金)

9:30- 9: 50: 川 内保育園前 10: 00-10: 30 : 繍i難団地集会所 9:30- 9 : 45 : 天神住宅 9:30-9:40 : 畑川電話中継所

9:55- 10 :10 中之 PIJ 集会所 10: 35-10: 45 : 前松瀬川公民館 9:50-10:05: i1!î組青年会館 9: 45-10: 05: 雨方西公民館 |

10: 15-10: 30 : 町西公民館 10: 50-10: 55 :原 集 会所 10: 10-lO: 20 : 錫 村! 社 10 ・ 1 0-10:35 : 北八幡集会所

10: 35-10: 40 : 高須賀薬品店 1l:00-1l:05 :鳥の子集会所 10: 25-10: 35 : 束中村集会所 10: 40-11: 10 : 大西燃料店北(!!I] I

10: 45-10: 50 :南方東公民館 1l :1O- 1 1: 1 5 : 三 軒 JJj 橋 10:40- 11 : 00: 北方公民館 11:15-11:25 : 西中村集会所

1O:55-11:05 :板戸集会所 ll: 20-11 25 : ニ軒屋上バス停 1l:05-11:1O :上海上バス停 1l : 30- 1 2 : 00 リ 1 ] 上農協

ll: 10-11: 35 : 向井 川 総 1l :30- 11:40 : 奥松瀬川公民館 11:15-11:25 : 下海上集会所 13: 00-13:15: @ 則之内

1l:40-11: 50: 品木集会所 ll: 45-11: 50 : 五位神社 ll: 30-11: 50: 西古市集会所 13:20-13:35 : 則之内公民館

13:00- 13 : 05 土谷札場 1 1: 55- 12 : 00 川筋木炭庫 13: 00-13: 1 5 和田丸集会所 13: 40-13: 45 永野 集会所

13: 10-13: 1 5 : 土 谷公 民館 13: 10-13: 20 : 東谷小 学校 13:20-13:30 :西谷 小 学 校 1 3:50- 1 4 : 20 : 三 内農協

13: 25-13: 30: 落 出 13: 25-13: 30: 音田杉原店 13: 40-13: 50: '井内公民館 14:25-14:45 : 健康センター

13: 35-13: 40: 弥助成下 13: 35-13: 45 : 河之内公民館 14:00-14:10: :井内西集会所

13:45-13: 50 : 郷 入 口 13 : 50- 1 3:55 : 狩場パス停 14:20-14:30 : 北間 バス停

13 : 55- 14 : 00: 生活改普センター 14: 00-14: 10 :白 猪 座店 14:40-14:50: JI] 束公民館

14: 10-14: 1 5: 海上車庫 14: 15-14: 20 : 近藤窓男宅下 14:55-15:00 :菅 賢 J]持氏宅 F

14: 25-14: 30 臼 im 集 会所

程][日



‘
川
内
保
育
園

お
ゅ
う
ぎ
会

2 月 15 日 、 川内保育園でおゅうぎ会が開

催されました。 元気いっ ぱいの演技に会場

の保護者も満足顔でした。

v 県政発足記念日知事表彰

県政発足記念日の 2 月

20 日 、 県勢の進展や県民

福祉の向上などの功績の

あ っ た人をたたえる知事

表彰式が県庁正庁で行わ

れ、 川内町南方土地改良

区理事の菅源明さんが農

林水産功労で、表彰されま

した 。

力コ品要。

冨ν鴻ート

企川上小学校学習発表会
2 月 16 日 、 川上小学校で学習発表会カf行わ

れました。 今年は 、 体育館と各教室で発表会

が行われ、 各教室は 、 保護者で埋めつ く され

ました。

A 



会長杯バレーボール大会 P
2 月 23 日、勤労者体育センターで体育協会

会長杯バレーポール大会が開催されました。

地域、職場などの12チーム(男子 6 チーム、

女子 6 チーム)が参加しての大会の結果は 、

以下のとおりです。

{憂 勝 準優勝

タウンイ ー ストズ | 工レファント

川内クラブ | フルーエ ンジェル

三軒屋の桜三里パーキンク エリア

がオープンしました。

‘四国縦貫自動車道
川内-伊予間開通

2 月 26 日 、 四国縦貫自動車道川内・ 伊予聞

の開通式が松山インターで開催されました。

テープカ ッ トの後、祝賀パレード (重信町

折り返し伊予イン

ターまで)が行わ

れ、 パレード終了

後は、伊予市の市

民体育館で祝賀会

が盛大に行われま

した 。

高規格救急自動車を配備砂

3 月 5 日 、 東温消防署で高規格救急自動車

の受納式が行われました。

救急救命士(現在 3 名)が乗り込むこの自動

車には、医師の指示により救命処置ができる

器材が搭載されており 、 より高度な救命処置

ができます。 運用は 4 月 1 日からです。

A 

‘しいたけづくり
3 月 7 日 、 西奇小学校でしいたけづ く

りが行われました。 県森連、森林組合、

PTAの協力のもと 、 しいたけ菌を植え

つける作業を全校生徒で行いました。

成長が楽しみです。



ゆ
圃
町
四
圃
圏
直
面
閉

みんなの広場に登場していただく
方を募集しています。
「こだわり人生J rまちの話題J rわ
が家の愛ドル」 などのほか身近な
ニュース、 情報を役場総務課広報

係までご一報ください。

n966-2222 有線2lll

(ーケ谷)

会勇圭 -~くん (16歳)

ンタJiイを成功胡ょうク一
月
十
五
日
開
催
さ
れ
た
、

第
六
回
全
国
高

校
選

抜
大
会
愛
媛
県
予
選
に
お
い
て
、
勇
圭
一
君
(
一ヶ
谷
)

が
先
鋒
を
務
め
る
新
田
高
校

が
優
勝
し
、
三
月

二
十

七
日
、

二
十
八
日
の
両
日
、

愛
知
県
春
日
井
市
で
行

わ
れ
る
全

国
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

勇
君
は
、
幼
稚
園
か
ら

剣
道
を
は
じ
め
、
ず
っ
と

剣
道

一
筋
に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。

「剣
道
以
外

に
や
り
た
い
こ
と
は
見
当
ら
な
い
」
と
い
う
ほ
ど
の

剣
道
大
好
き
人
間
で
、
「
練
習
の
虫
」
と
評
す
る
人

も
い
ま
す
。

愛
媛
県
予
選
で
は
、
全
試
合
相
手
か
ら

二
本
を
奪

ぃ
、
優
勝
に
貢
献
。

チ
ー
ム
の
ム

l

ド
メ
ー

カ

ー

で

あ
る
勇
君
の
全
国
大
会
で
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

一
脱
き
捨
て
し
上
衣
は
喧
や
揚
雲
雀

一
大
安
吉
日返
ぶ
局
や
春
矩
匙

一
色
め
で
る
菜
飯
な
り
け

り
都

の
宿

台
生
可
…
や
今
に
用
あ
る

一
ム
ロ
桝

湖
の

色
深
さ
朝
や
鴨
帰
る

白
各
…
の

五
の

持
一
澄
め
る同
県
かな

白

魚
の

水
も
そ
の

値
で
買
は

れ
け
り

，

川

絞
る
細
川
に
白
魚
跳
っ
た
り

白
各
…
や
潟
の
波
汲
む
四
手
網

台
各

…
ゃ
。
み
の中
の
本
さ
卵

川内吟社
3 月例会鋼管選

管
1t 

斗
2青

高
須
賀
清
江

i丘
店主

千
春

A 

ゐ
;額

能
…
田

;ι 

水
稔

宮
内

竹
イム

楠

治
子

二3亙翠二司一 品
?金霊会;?

丸岡
ミト



町
一
語

ス
ポ
ー
ツ
医
学講座

一
一月
二
十
六
日
、
ス
ポ
ー
ツ
医

学
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
愛
媛
大
学
医
学
部
整
形

外
科
教
室
一
の
石丸
公
平
先
生
、
愛

光
学
園
教
諭
の
石
橋
智
之
先
生
を

お
招
き
し

、

「
指
導
者
の
心
が
け
」

と
題
し
て
問
答
形
式
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

講
座
に
は
約
五
十
名
の
熱
心
な

ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
が
集
ま
り
、
両

先
生
か
ら

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ま
し

た
。

特
に

、

石
橋
先
生

は
、
ご

ぞ
ん
じ
の
と
お
り
南
宇
和

高
校
サ
ッ
カ
ー
部
を
日
本

一
に
導

い
た
人
で
、
そ
の
ア

ド

バ
イ
ス
に
は
説
得

力
が
あ
り
ま
す
。

ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
の
説

明
で
は
、
参
加
者
全

員
に
実
際
に
や
っ
て

い
た
だ
く
熱
血
指
導

で
、
参
加
者
を
ど
ん

ど
ん
引

き
込
ん
で
い

き
ま
す
。

医
学
面
を
石
丸
先

生
、
技
術
面
を
石
橋

先
生
が
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
こ
の
講
座
は
、

と
て
も
有
意
義
で
し

た
。

靴
h躍
を
結
び
直
し
て
初
益
山

天
主
問
ガ
イ
ド

の
声

は
熱
を
帯
ひ

一
肩
組
ん
で
え
生
も
行
く
三
次
会

ス
カ
ー
フ
を
給
ん
で

一
寸
お
渇
返
す
る

こ
こ

か
ら
は
私
の
成
と
線
を

引
く

先
生
が
的
に
さ
れ
て
る
雪
あ
そ
び

底
力
見
せ
て
女
の
成
が
え
っ

大
河
ド
ラ
マ

城
攻
防
の
修
羅
哀
れ

リ
ヒ

ン
グ

を
岬
作
成
女
が
動
き
出
し

バ
ス
停
に
結
ん
で
あ
っ

た
忘
れ
物

え
生

へ
釣
の
指
南
は
漁
師
の
子

四
月
例
会
ご
案
内

川柳もづく吟社
2 月例会喜撰亭選

篠
森
美
登
里

山
本
ひ
ろ
士
一
旬

佐
々
木
胡
舟

渡
部
佐
久
司
氏

田

中

A 

山

本
片
岡

高
岡

紫
;孟

平
岡

，耳L

舟

都
築
登
貴
子

高
瀬
喜
撰
亭

お新|目副
気し 同忌| ・・
軽いL__j 中四

日① 案 E
Z 季 利民百
1 2 子館出

喜② 言午
ち 増手
主 ぅ高
お 匂よ

;③ り
す; 沢
山



⑨⑫⑧⑧ 
「川内町同和教育研究大会」 より

児童人権作文⑤
Jυ 

の

最
近
小

・

中

学
校
の
い
じ
め

の
問
題
、
が、
テ
レ
ビ

や
新
聞
で

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
じ

め
に
つ
い
て
僕
が
い
つ
も
思
う

の
は
、
な
ぜ
い
じ
め
る
人
と
い

じ
め
ら
れ
る
人
が
で
て
く
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
、
僕

は
、
友
達
と
も
仲
よ
く
や
っ
て

い
て
ど
ち
ら
に
も
入
っ
て
い
な

い
と
思
い
ま
す

。

そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
、
ど
ち
ら
の
立
場
に

も
な
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
い
じ
め
は
、
い

じ
め
ら
れ
る
人
に
原
因
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か

。

勉
強
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
性
格
が
暗
か
っ

傷

川内中学校 1 年

清水 宣 暁

た
り
す
る
か
ら
で
し
ょ
う
か

。

そ
れ
が
い
じ
め
の
原
因
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か

。

だ
れ
だ

っ

て

勉
強
も
で
き
た
ら
い
い
し
、

明
る
く
楽
し
く
生
活
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

。

ま
た
、

そ
れ
を
欠
点
だ
と
思
っ
て
直
そ

う
と
努
力
し
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

そ
れ
に
い
じ
め
る
人

だ
っ
て
長
所
ば
か
り
の
完
壁
な

人
間
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

僕
は
、
い
じ
め
る
人
に
対
し
て

『
自
分
は

一
つ
も
短
所
が
な
い

の
か
』
と
い
っ
て
や
り
た
い
で

す
。
自
分
の
こ
と
を
棚
に
あ
げ

て
人
の
事
ば
か
り
言
う
の
は
、

最
低
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

い
じ
め
は

、

い
じ
め
ら
れ
る
人

で
は
・
な
く
、
い
じ
め
る
人
に
原

因
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

僕
が
小
学
校
二
年
生
の
こ
ろ
、

あ
ま
り
ひ
ど
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
い
じ
め
ら
れ
た
経
験

が
あ
り
ま
す
。
同
級
生
に
ぼ
う

し
を

川
に
落
と
さ
れ
た
り
、
四

年
生
の
人
に
こ
か
さ
れ
た
り
、

一
年
生
に
悪
口
を
言
わ
れ
た
り

し
ま
し
た
。
僕
は
、
な
ぜ
こ
ん

な
こ
と
を
さ
れ
る
ん
だ
と
思
っ

た
り
し
て
と
て
も
く
や
し
か

っ

た
で
す
。
そ
れ
も
次
第
に
な
く

介
。
n
ノ
宇
品
l
u
h
~。

や
が
て
、
僕
も
五
年
生
に
な

り
新
し
い

一
年
生
が
入
っ
て
き

ま
し
た
。
僕
た
ち
の
地
区
は
、

人
数
が
多
く
て
男
子
だ
け
で
、

二
班
に
分
か
れ
て
い
ま
す

。

僕

の
い
な
い
班
に
一
年
生
の

A

君

が
い
ま
し
た
。

A

君
は
、
歩
く

の
が
遅
く
て

、
速
く
歩
く
よ
う

に
い
う
と
す
ね
て
そ
の
場
に
立

ち

止
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

A

君
は
、
一
年
生
の
わ
り
に
少
し

お
さ
な
い
子
で
し
た
。
そ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
て
、
班
の
手
に
お

え
な
く
な
り

A

君
は
、
僕
達
の

班
に
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

そ
の
こ
ろ
か
ら
、

A

君
の
ぼ
う

し
を
と
っ
て
遊
ぶ
子
が
で
で
き

ま
し
た
。
歩
く
の
が
遅
い
の
で
、

ぼ
う
し
を
と
っ
て
前
に
走

っ

て

い
き
、
「
ぼ
う
し
が
ほ
し
い
ん

な
ら
早
く
来
い
己
と
言
っ
て
速

く
歩
か
せ
よ
う
と
し
た
の
が
始

ま
り
で
し
た

。

そ
の
う
ち
に
、

み
ん
な
が
ぼ
う
し
を
と
っ
て
遊

び
始
め
ま
し
た

。

僕
も
、
ぼ
う

し
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の

様
子
を
見
か
ね
た
近

所
の
人
が

、

A

君
の
家
に
連
絡

を
し
ま
し
た
。
僕
も
、
学
校
で

お
こ
ら
れ
た
り
、
家
に
あ
や
ま

り
に
い
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ

う
し
て
、
こ
の

出
来
事
は
解
決

し
て
い
き
ま
し
た
。

六
年
生
に
な
っ
て
、
僕
は
、

班
長
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
A

君
の
班
の
班
長
と
し
て
、

ぽ
う
し
を
と
る
子
が
い
た
ら
注

意
し
て
や
め
さ
せ
た
り
、
歩
く

の
が
遅
い
と
き
は
、
手
を
つ
な

い
だ
り
し
て
楽
し
く
毎
日
登
校

ー
し
中
手
ーし
れ
~。

し
か
し

、

ぼ
う
し
を
と
っ
た

と
き
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
、

と
て
も
は
ず
か
し
い
で
す

。

自

分
も
ぼ
う
し
を
と
ら
れ
た
経
験

が
あ
り
、

A

君
の
気
持
ち
が
、

少
し
は
分
か
る
は
ず
な
の
に
と

て
も
情
け
な
い
で
す

。

こ
の
よ
う
な
経
験
で
思
っ
た

こ
と
は
、
い
じ
め
と
い
う
の
は
、

体
へ
の
暴
力
だ
け
で
な
く
、
心

へ
の
暴
力
が
あ
る
と
い
ヨ
こ
と

で
す
。

い
じ
め
ら
れ
た
つ
ら
く
、

く
や
し
い
出
来
事
は
、
心
の
傷

と
な
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
残
り

ま
す
。

ぼ
く
が
受
け
た
軽
い
い

じ
め
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
に
、

も
っ
と
ひ
ど
い
い
じ
め
に
あ

っ

た
人
は
、
深
い
深
い
心
の
傷
を

負
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

反
対
に

、

い
じ
め
る
立
場
を
考

え
て
み
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か

。

僕
が
A

君
の
ぽ
う
し
を
と
っ
た

と
き
、
遊
ん
で
い
る
と
い
う
感

じ
で
、
い
じ
め
て
い
る
と
い
う

感
じ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

そ
し
て

A

君
の
こ
と
を
少
し
も

考
え
て
な
か

っ

た
よ
う
に
思
い

ま
す

。
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
た

と
き
の
経
験
を
生
か
せ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

周
囲
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、

い
じ
め
の
他
に
い
ろ
い
ろ
な
差

別
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す

。

身
体
障
害
者
へ
の
差
別
も
そ
の

一
つ
で
す
0

1特
別
な
目
で
見
た

り
、
迷
惑
が
っ
た
り
し
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か

。

小
学
校
で
第

三
養
護
学
校
と
の
交
流
学
習
を

行
い
ま
し
た

。
車
イ
ス
で

生
活

す
る
子
も
い
ま
し
た
。
で
も
、

正
直
な
と
こ
ろ
、
そ
の
と
き
の

こ
と
を
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い

し
、
体
、
が
不
自
由
な
人
の
こ
と

を
考
え
て
い
な
い
と
思
い
ま
す

。

今
の
僕
に
は
、
障
害
者
の
人
達

の
心
が
よ
く
理
解
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
少
し
で
も
そ
の
人
達

の
心
に
近
づ
け
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す

。

こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、

い
じ
め
や
差
別
は
、

『
自
分
と

抽
選
う』
と
い
う
考
え
が
あ
る
か

ら
生
ま
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

人
聞
は
、
一
人

一
人
長
所

や
短
所
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

違
っ

た
個
性
を
も

っ
て
い
ま
す

。

そ
の
個
性
を
認
め
合
い
、
尊
重

し
合
う

心
を
持

つ
こ
と
が
い
じ

め
や
差

別
を
な
く
す
第

一
歩
だ

と
思
い
ま
す

。

今
、
僕
は
い
じ

め
を
し
て
い
な
い
つ
も
り
で
す

。

で
も
、
冗
談
で
言
っ
た

一
言
で
、

人
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
弱
い
人
を
い
じ

め
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
と

し
て
最
も
情
け
な
い
こ
と
で
、

絶
対
に
し
な
い
。

そ
う
い
う
思

い
や
り
の

心
を
持

っ

て
こ
れ
か

ら
の
生
活
を
送

っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す

。

A 
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ト
ピ
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性
皮
脂
炎

」|
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こ
れ
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
の
私

の
病
気
で
す
。

私
は
、
小
学
校
の
と
き
、
い

じ
め
に
あ
い
ま
し
た
。
本
当
に

つ
ら
か
っ
た
で
す
。
ク
ラ
ス
の

男
子
に
悪
口
を
言
わ
れ

「
き
た
な
い
/

近
よ
る
な

/

」

「
う
わ
あ
、
触

っ
て
し
も

た
、

く
さ
る
が
。

」

と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た

。
そ

し
て
、
そ
れ
に
対
し
て

何
も
言

い
返
せ
な
い
自
分
が
い
た
の
を

は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
イ
ヤ
な
こ
と
が
あ
る

と
す
ぐ
に
体
を
か
い
て
い
た
の

で
、

す
ぐ
に
、
ア
ト
ピ

ー

は
べ

ひ
ど
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中

で
、
私
の
気
持
ち
は
、

H

死
に

た
い

ω

と
ま
で
、
思
う
よ
う
に

介
。
n
ノ
土
A
F
l
v
h
~

。

私
は
、
ア
ト
ピ

l

性
皮
膚
炎

と
い
う
病
気
を
も
っ
て
生
ま
れ

い

じ

め

川内中学校 3 年

藤原育恵

ま
し
た
が
、
幼
い
頃
は
、
そ
う

ひ
ど
い
も
の
で
は
、
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

小
学
校
四
年
生

の
頃
か
ら

、

ア
ト
ピ

l

の
症
状
が
現
れ
だ
し
、

六
年
生
の
頃
に
は
、
顔
に
も
で

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

頃
か
ら
ク
ラ
ス
の
男
子
な
ど
が
、

私
の
こ
と
を
避
け
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た

。

何
か
班
を

作
る
と
き
に
は
、
一
人
で
ポ
ツ

ン
と
席
に
座
っ
て
い
る
こ
と
も

た
び
た
び
で
し
た

。

六
月
中

旬
に
病
院
に
行
っ
た

と
き
に
は
、
病
状
が
か
な
り
進

行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

す
ぐ
に
入
院
。
約
二
カ
月
の
入

院
生
活
で
し
た
。
し
か
し
、
退

院
後
、
友
達
と
行
っ
た
夏
祭
り

で
、
た
こ
焼
き
を
食
べ
な
が
ら

話
し
て
い
て
、
つ
い
食
べ
す
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
数

日

後
、

そ
の
小
麦
粉
が
原
因
で
顔

中

に

湿
疹
が
出
ま
し
た
。
食
べ
す
ぎ

た
こ
と
を
後
悔
し
ま
し
た

。

で

も
、
食
べ
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
以

上
し
か
た
が
な
い
と
、
あ
き
ら

め
ま
し
た
。

二
学
期
に
入
る
こ
ろ
に
は
、

私
の
顔
は
、
と
て
も
ひ
ど
く
な

っ

て
い
ま
し
た

。

風
が
吹
く
と
、

体
の
あ
ち
と
ち
が
痛
い
、
た
だ

歩
く
だ
け
で
、
体
が
痛
い
、
そ

弓
ノ
い
・7

こ
と
が
し
ょ
っ
+
り
ゅ
・

7

で
し
た
。

こ
の
と
き
私
は
、
誰

に
も
会
い
た
く
な
か
っ
た
し
、

ほ
っ
と
い
て
ほ
し
い
と
い
つ
も

思
っ
て

い
ま
じ
た

。
そ
し
て
学

校
に
も
行
か
な
く
な
り
ま
し
た

。

学
校
に
行
か
な
く
な
っ
て
か
ら

何
日
か
た

っ
た
あ
る

日
、
ク
ラ

ス
の
み
ん
な
か
ら
手
紙
を
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
、

「
い
じ
め
て
ご
め
ん
、
早
く
学

校
に
来
て
ね
。
」

と
い
う
よ
う
な
内
容
で
し
た

。

私
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
て
、

次
の
日
学
校
に
行
っ
て
み
ま
し

た

。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
は

、
「
よ

く
来
た
ね
己
と
言
っ
て
く
れ
た

も
の
の
、
そ
の
う
れ
し
さ
は
す
ぐ

消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
み
ん

な
の
態
度
は
、
あ
ま
り
変
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

い
じ
め
っ
て
学
級
の
中
で
、

目
だ
た
な
い

、

比
較
的
弱
い
子

を

対
象
に
あ
る
と
思
い
ま
す

。

い
じ
め
ら
れ
た
人
が
ど
ん
な
気

持
ち
か
わ
か
り
ま
す
か

。
い
じ

め
ら
れ
た
人
は
、
必
ず
誰
か
に

助
け
を
求
め
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
友
達
、
先
生
に
。
で
も
親

に
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
な
ん
て

と
て
も
、

言
え
る
わ
け
が
あ
り

ま

せ
ん
。

い
じ
め
ら
れ
た
子
が
自
殺
を

し
て
学
校
の
担
任
の
先
生
の
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
で
よ
く

聞
く

の
が

「
自
分
の
ク
ラ
ス
に

、

い
じ
め

が
あ
る
と
思
わ
な
か
っ
た
己

と
い
う
言
葉
で
す

。

た

ぶ
ん
こ

う
思
っ
て
い
る
先
生
は
、
た
く

さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す

。

で
も

先
生
の
見
て
い
な
い
所
で

、

い

ろ
ん
な
こ
と
が

、

お
き
て
い
る

の
で
は

、
な
い
で
し
ょ
う
か

。

中

学
校
に
入
学
し
た
後
も
、

二
年
生
の

二
学
期
ま
で
学
校
を

休
み
が
ち
で
し
た
。
ア
ト
ピ

|

性
皮
腐
炎
の
症
状
も
し
だ
い
に

よ
く
な
り
、
今
で
は
楽
し
く
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す

。

あ

の
つ
ら
か
っ
た
頃
に
比
べ
る
と

ず
い
ぶ
ん
精
神
的
に
強
く
な

っ

た
と
思
い
ま
す

。

つ
ら
か

っ
た

と
き
に
励
ま
し
て
く
れ
た
母
、

入
院
中
に
親
し
く
な
っ
た
友
達

が
い
た
こ
と
を

、
私
は
、
忘
れ

な
い
と
思
い
ま
す

。

こ
れ
か
ら

も
自
分
の
世
界
を
広
げ

、

も
っ

と
も
っ
と
強
く
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
、
い
じ
め
の
問
題
が
、
と

て
も
増
え
、
い
じ
め
に
よ
る
自

殺
も
多
い
よ
う
で
す
。
い
じ
め

ら
れ
て
い
る
人
の
気
持
ち
な
ど
、

い
じ
め
て
い
る
人
に
は
、
分
か

り
ま
せ
ん
。
私
は
、
昔
の
暗
か
っ

た
頃
に

比
べ
る
と
、
今
は
と
て

も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
と
て

も
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す

。

で

も
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
、

と
思
い
ま
す
。
自
分
は
変
わ
る

ん
だ
、
変
わ
れ
る
ん
だ
と
い
う

強
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す

。

そ
し
て
、
い
じ
め
て
い
る
人

A 

は
、
弱
い
人
の
気
持
ち
を
も
っ

と
考
え
、
思
い
や
り
を
待

っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す

。

将
来
、

こ
の
社
会
か
ら

H

い
じ
め

H
を

な
く
し
た
い
で
す
。

最
後
に
、
私
は
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

り
ま
す

。

砂婦人会総会‘ 4 月 12 日比) 午後 1 時より中央公民館大ホールにて

総会議事のあと、アトラクション ・ 立食パー テ ィで交流を図ります。

記念品も用意しています。おさそい合わせて 、 多数のご出席をお待ち

しております。

砂 4 月のボカシづくり‘ 4 月 27 日 (日 ) 午後 2 時より中央公民館 3 階

暖かくなりましたので、 ボカシが威力を発揮します。試してみてくだ

さい。おふろのボカ シ川内美人も つくれます。多数ご参加ください。

婦
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ



の
病
院
で
一
日
看
護
体
験
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お
り
、

参
/
加
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
応
募
者
多
数
の
と
き

は
、
抽
選
で
決
め
さ
せ
て
い
た

ι川
学
力
を
有
す
…
-ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
幻

…
だ
き
ま
す
。

-

E

, 

，

ニ

オ
木

-
の
参
加
者
募
集

(
大
学
院
修
士
号
"
一圃

開
一

程
修
了
者
は
お
歳

一

一
般

、

学
生
の
方
で
、
「看
護
一

聞
陸
・
海
・
空

欄
一

未
満
の
者
)

一
婦
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
た
い
」
、

問自
衛
官
募
集

一
②
試
験
日
6
月
幻
日凶
一
「
病
院の
こ
と
を
知
り
た
い
」
、
一

自
衛
隊
で
は
七
月
入
隊
要

員
一
筆

記
試
験

一
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た

一

及
び
幹
部
候
補
生
の
募
集
を
実
一

6

月
詑
日

間
一
い

」
と
思
っ

て
お
ら
れ
る
方
に
、

施
し
て
い
ま
す

。
一

飛
行
要

員
の
み
一
看

護
週
間
の
行
事
と
し
て
、
次

一

口
7

月

入
隊
要
員

一

③
給
料
2

1
4

、

4
0
0

円

一

①
試
験
日

5

月
末

一
口
問
い
合
わ
せ
先

②
採
用
人

員
約
お
名
一

川
内
町
役
場
総
務
課

約
3

名

一

2
9
6
6

・
2
2
2

2

一

約
2

名

一
自

衛
隊
松
山
募
集
案
内
所

一

2
9
4
7

・

3
0
4
0

一

空海陸

③
給
与
等

給
料
1
6
0

、

6
0
0

円

か
ら
1
7
2
3
0
0

円

ボ
ー
ナ
ス
年

3

回

週
休
完
全
2

日
制
、
多
種

多
様
な
国
家
資
格
取
得
が

T
J
ヒ
じ

一ロ
ム
円

口
幹
部
候
補
生

①
資
格
幻
歳
以
上
部
歳
未

満
で
大
学
卒
業
程

日 曜 場 所 募集人員

5 月 10 日ω 松山ベテル病院 10名

5 月 12 日 (月) 老人訪問看護ステーションベテル 2 名

愛媛大学医学部附属病院 1 5名
5 月 13 日伏)

松山赤十 字病院 10名

愛媛十全医療学院附属病院 6 名

国 立療養所愛媛病院 15名

5 月 14 日 (ホ) 県 立 中 央病 10名

道 後温 泉 病 院 6 名

老人保健施設に 宮たつ苑 6 名

松 山 ~t 念病 20名
5 月 15 日 休)

国立病院四国がんセンタ ー 8 名

5 月 1 6 日幽 訪問看護ステ ー ション愛媛 2 名

(中予地区のみ掲載)

一

口
申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
(
フ

一
リ
ガ
ナ
)、
年
齢
、
職
業
(
学
生

一
は
学
校
・
学
年
)
、
電
話
番
号
、

一
希
望
病
院
名
を
書
き

、

4

丹

市

一
日

ω
ま
で
に

〒
7
9
0

松
山

一
市
道
後
町
2
丁
目
日
の

H

社

一
団
法
人
愛
媛
看
護
協
会
内
愛

一
媛
県
ナ
|
ス
セ
ン
タ

ー

(8
9

一
2
4

・
0
8
4
8

)
ま
で
お
申

一
し
込
み
く
だ
さ
い

。

な
お
、
中
学
生

・

高
校
生
は

一
学
校
の
許
可
が
必
要
で
す
。

E
\

岡
田
拠
出
《

/
E

l

ノ

a
A
t
-
-
s
a

\
|

圃
「
女
性
の
権
利
川
番」

圃電
話
相
談

一
口
日
時

4
月

9

日

同

日
時
1

日
時

一
口
場
所

愛
媛
弁
護
士
会
(
松
山
市

一

番
町
4

の
1

の
5
)

一
口
直
通
電
話8

9
3
4

・

3
4
3
7

一
口
相
談
料
無
料

一
口
主
催

日
本
弁
護
士
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30人(無料)

午前・ ・ ・・・・山野草取り

午後・・・・・ ・ 山野草料理講習

口申込み・問い合わせ先

川内町中央公民館事務局

fi 966-4721 有線 5911

口募集人員

口内容集唐岬、 白猪の滝付近

(集合場所と時間)

川内町中央公民館

8:30~ 

口 ところ

源
太
桜
ま
つ
り

日日時

4 月 6 日 (日) 午前10時

口イベント会場

土奇公民館
口イ ベン卜内容

0 ウォーキング (源太桜まで)
0 もちまき (12時)

0甘酒の無料サービス
O お楽しみ抽選会

0農産物即売会など

口主催ふるさと桜三里会実行委員会
口問し、合わせ先事務局中島 ft966-2769
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00000 ちえI~ごみ 00000

収集曜日 収 集 地 域 収集日又は収集変更日

月・木
東谷 ・ 西谷 ・ 土谷・滑川・ 奥松瀬川

変更な し
士ムー珍凶 天神(山田団地を除 く)

火・金 北方 ・ 南方
4 月 29 日 (火) は

4 月 30 日 (水) に収集
週 前松瀬川・山田団地 ・ 横灘団地

水・土
町筋(天神 を除く)

変更なし

xxxxx ち為ちいごみ・有資源回収 xxxxx

収 集 地 i或 ガフス・空ビン類 空き缶等金物類 有資源回収

東奇・西谷・土奇・滑川
奥松瀬川 4 月 14 日(月) 4 月 28 日 (月 ) 4 月 14 日 ( 月 )
天神(山田団地を除く)

北方・南方 4 月 8 日 (火) 4 月 22 日 (火) 4 月 1 5 日 (火)

町筋(天神を除く) ・目 IJ松瀬川
4 月 9 日 (水) 4 月 23 日 (水) 4 月 1 6 日 (水)山田団地・横灘団地
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口予防接種 口乳幼児健診

あなたを待っている人がいます
骨髄バンクに登録を

いのちを救えるのはあなたかもしれません。
「骨髄液の提供 (骨髄移植) J というあなたの善意が 、 白血病や重症

再生不良性貧血などの血液難病患者さんの命を救います。
骨髄移植を成功させるためには患者さんと骨髄提供者 ( ドナー) の
白血球の型 C HLA型) を一致させる必要があります。この一致する
確率は兄弟姉妹間で 4 人に 1 人 、 それ以外では数百人から数万人に
1 人とまれなため 、 まだ多くの患者さんが骨髄移植を受けられない
でいます。

24時間体制

川内町在宅

このため 、 全国で当面10万人を目標に、広<一般の方々に骨髄パ
ンクへの骨髄提供希望者登録を呼びかけています。

介護支援センタ
n966-6250 

「骨髄パンク登録窓口」を次のところに開設していますので 、 20歳
から50歳までの健康な方の登録をお願いいたします。

。愛媛県骨髄データセ ンタ ー

お気軽にご相談ください。

松山市高岡町80-1 愛媛県赤十字血液センター内 ft089-973-0700 
開設日 = 月曜日、水曜日

砂場所健康センタ-2 階

ワクチン名 日 時

4 月 9 日(水)
=種混合

午後 2 時~3 時

4 月 17 日 (木)
麻 疹 午後 3 時~

3 時30分

• 1 歳 6 カ月児健診
砂日 時 4 月 17 日休) 受付:午後1 時~2時
砂場所健康センター 2 階
砂対象児 平成 7 年 8~10月生まれの幼児

砂内 容 身体測定、貧血機査、 小児科診察、 歯科診察
麻疹予防接種 (希望者)、 保健指導(栄養・歯科)

砂持参品母子健康手帳
アンケー卜 (事前に送付します)

-育児相談
砂日 時 4 月 24 日休) 受付:午前9時-10時
砂場所健康センター 1 階
砂対象者平成 8 年 9 、 10月と平成 8 年 2 、

3 月生まれの乳幼児
( 6 ・ 7 カ月児と 13 ・ 14カ月児)

惨内 容身体測定、発達チェック、保健
指導、栄養指導

砂持参品母子健康手帳
アンケート(事前に送付します)

砂持参品 母子健康手帳、予防接種手帳、体温計

対象児と注意事項

3 カ月 ~7 歳 6 カ月の者

*百日ぜきにかかったことのある方は二種混合(ジフテ
リア・破傷風)を受付で申し出て受けてください。

1 歳~7 歳 6 カ月の者

*すでにMMR (麻彦・風疹・おたふくかぜ)の混合ワク
チンを接種している方は、接種の必要ありません。

-育児学級
砂日 時 4 月 24 日休) 受付:午後1 時~2時
砂場所健康センター 1 階
砂対象者平成 8 年12月 、平成 9 年 1 月と

平成 8 年 5 、 6 月生まれの乳児
( 3 ・ 4 カ月児と 10 ・ 11 カ月児)

砂内容身体測定、小児科診察、 保健指
導、栄養指導

砂持参品母子健康手帳
アンケー卜(事前に送付します)

-乳幼児相談
砂日時毎週水曜日午前 9 時~12時
砂場所健康センタ -1 階

砂持参品母子健康手帳
砂内容身体測定、育児相談

A 



口当番医 口健康相談 口犬

4 月の当番医 I 
日 曜 当 番 医 住 所 電話

6 日 (日曜日) 宮内病院 松山市北梅本町 975-0091 

13 日 ( 日 曜日) 石川小児科 重信町横河原 955-0333 

20 日 ( 日 曜日) 岸本医院 川内町北方 966-5670 

27 日 ( 日 曜日) 中川病院 松山市南梅本町 976-7811 

29 日(みどりの日) 重信クリ ニ ッ ク 重信町志津川 964-1188 

-健康相談・栄養相談

[診療時間]

午前 8 時30分

午後 5 時30分

血圧測定 、 尿検査を行 っ ています。 健康に関することはあ、気ilir にご相談 く ださ し 3 。

砂日時 毎週水曜日午前 9 時~12時

砂場所 健康センタ一 1 階運動指導室

-こころの健康相談
精神的に不安定だ っ たり、お年寄りの痴呆等の相談をお受けし て い ます。

砂日時 4 月 25 日 (金) 午前 9 時30分~12時

炉場所 健康センタ一及び家庭訪問

固 予約制ですので、事前に保健婦までご連絡ください。

- リ J\ビリ
理学療法士による機能回復の訓練を行 っ ています。

砂日 時 毎週水曜日午後 1 時~3 時

砂場所 ガリラヤ荘

園 申込書が必要ですので、保健婦までご連絡ください。

不用犬引き取り .河鹿ク

野犬買い上げダラ~とや

砂日時毎週月曜日午前 8 時30分~ 10時

砂場所 健康センタ ー

砂持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札

狂犬病予防注射済票

A 

犬の登録と
狂犬病予防注射の

お知らせ

飼われている犬の予防注射(毎年受
けること)と登録 (生涯一度)を 4 月

22 日 、 23 日 、 24 日 、 25 日の 4 日間実施 i

します。 なお 日程等詳細は 7 ペー ジを

ごらんくださし、。



久尾工ドヒガンザクラ
町内ーの桜の巨木です。
別名「釣鐘桜」。

( 町指定天然記念物 ) 大通庵工 ドヒガンザクラ
戒能族の庵(大通庵)のそ
ばに咲く桜。

(町指定天然記念物 )

A 

く亘亙っ

かわうち

桜の名所

紅八重しだれザクラ
役場の敷地内にあるしだれ桜。
濃いピンクの花の傘がみごとです。

桜の木に酒がぶらさがっていて 、
一旬ひねると 杯いただけること
にな っ ている。


